
●宮里自治会が実施している「子育てサロン」
が３月６日に行われました。このサロンは、子

育てに関して役立つ講座や情報提供などを通し

て、子育て中の世帯を応援することを目指して

開催されたものです。今年度３回目となる今回

は「離乳食作り」を行いました。初めて挑戦す

るお父さん方もいて、その中の一人参加者の浜

崎洋一さんは「普段料理をしないので勝手が分

かりませんでしたが、やってみると意外と簡単

で、楽しく出来ました。これからは離乳食作り

に取り組んでみたい」と話していました。

●登川自治会で恒例の、こどもから高齢者ま
でが参加する「多世代交流会」が行われ大勢の

参加者で賑わいました。参加者は芸達者な方々

の余興と、カレーライスなどのたくさんの美味

しい料理を堪能して、楽しく過ごしました。

●高齢者を招いての「じゅーしー会」が明道
と古謝自治会で行われ、参加者は余興を楽しみ

ながら、おしゃべりに花を咲かせていました。
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●フードバンクひとり一品運動「お歳暮企画」
の食糧贈呈式が３月８日に行われました。今回

は５４８キロの食糧を、子どもフードバンク沖

縄、パーソナルサポートセンター、レインボー

ハイツ、ももやまこども食堂の４団体にお渡し

しました。ご協力いただいた市民のみなさま、

各自治会長の皆さま！ありがとうございました。

●第２回沖縄市こどもの支援団体情報交換会
が開催され、１８の団体が参加しました。鈴木

友一郎氏（沖縄市こども施策研究会代表）によ

る「沖縄市のこどもの貧困について」の学習会

のほか、活発な意見交換も行われました。社協

では、今後も定期的に会を開催し、沖縄市内で

こどもたちを支援を行っている団体間のネット

ワークを作り、活動支援を行っていく予定です。

●毎月第２と第４土曜日、そして第４水曜日
（来所相談のみ）の午後２時から４時まで「女

性専用カウンセリング相談」が開設されました。

カウンセリングボランティアグループ「わたぼ

うし」の会員が無料で相談に応じます。電話相

談のほか、来所による相談（要予約）もお受け

します。もちろん秘密厳守で、匿名の相談も可

能ですので、どうぞお気軽にご相談ください。

沖縄市社会福祉センター内相談室

電話番号 ９３７－１５００
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★現在、沖縄市社協ボランティアセンター

では、下記物品を受け入れしています。

市内のさまざまな団体が収集し、必要な

方々へ配布していますが、社協でも受付

窓口としてお預かりしていますので、ご

協力をよろしくお願いいたしますm(__)m

①粉ミルク(未開封のもの）②乳児用お

むつ(サイズは問いません）③中学校・

高校の制服・ジャージ・体操着（洗濯・

クリーニング済みのもの）④食料品

（常温保存が可能なもの）⑤野菜類

★その他、ボランティアスタッフも各団

体で集していますので、詳細はお気軽に

下記ボランティアセンターまでどうぞ！


